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高橋隆先生とは、大学人としての私の人生のほとんどを共にしてきた。
年齢も先生が二歳先輩で日本の同時代を生きてきた仲間であり、名前も天
の摂理というか同じ隆である。しかし、亜細亜大学に勤めるまで私は先生
の存在さえ知らなかった。出身県も群馬と長崎と遠く離れ、大学も慶應と
上智という具合に異なっている。しかし奇しき天の配剤でほぼ同じ時期
（これもまた高橋先生の方が二年先だと思う）に亜細亜大学勤務が始まった。
しかも同じフランス語という科目担当で。教授昇格も同時であった。専門
領域は多少異なり、高橋先生は文学、私は言語学である。共通項は、フラ
ンス語教授の他に、フランス文化・思想である。
当時、フランス語担当教員は三名であった。リーダー格の後藤正幸先生、
それに高橋隆先生、そして柿山である。この三人は古い方ならご存知だろ
うが見事に性格を異にしている。傍目には水と渦に映ったかも知れない。
しかし、この三人は亜細亜大学におけるフランス語教授法・カリキュラム
についてはほとんど同じ見解を有しており、考え方の融合があった。個人
的人間関係も良好であり、不思議と思えるほどに感情の行き違いが起きる
ことは一度もなかった。後藤先生は相手を峻別されることで際立っておら
れ、タバコは無論のこと、酒も嗜まれず、いただく物も極めて限られてお
られる方である。その後藤先生のご提案で三人して一泊の温泉旅行をした
ことがある。後にも先にもその一回だけであったが。後藤先生にしてみれ
ば最大限の努力をなさったのだと思う。
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しかし、今思えば、あれもこれも一番年下の若輩の私に対するお二人の
気違い・気配りの結果であったように思う。お二人、特に高橋先生には大
学生活におけるあらゆる局面で大いに助けて頂いた。私が弱冠五十歳を少
し出たところで教養部長職を拝命した折にも本当に支えて頂き、職務を続
ける間私の足りないところを人知れず補って頂いた。後輩に先を越される
ことを快く思うことの少ない世の中にあってである。
その後、私が学園の役職者となってからも、高橋先生は学国全体のフラ
ンス語のカリキュラム、授業形態のあり方、非常勤の先生方のまとめ、科
目のコマの配分・分担といった内部的仕事の一切を取り仕切ってくださっ
た。お陰さまで、私は心置きなく役職者の任務を果たすことができている。
感謝の気持ちで一杯である。
定年を迎えられる最後の年になって、念のためにと受けられた検診の結
果、思いもよらない病気を医者に告げられて相当ショックを受けられたよ
うであった。それまでが健康には絶対の自信を持っておられて、健康診断
とは無縁であっただけに嶺けるものがある。軽い疾患で大事に至らなかっ
たのは不幸中の幸いというべきかもしれない。今後はご自分の健康を過信
することなく、十分にご自愛なさって、組織に束席されない自由な環境の
なかで、思い通りの人生を送られるよう願っています。
高橋先生、本当にありがとうございました。お元気で。
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